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「
石
川
啄
木
直
筆
資
料
展
」 

 
明
治
三
十
七
年
か
ら

 

 
 

明
治
三
十
九
年
ま
で
の
書
簡
よ
り

 

 

ー 
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日(

月)
 

～
平
成
二
十
四
年
四
月
四
日
（
水
）

ー 
 
 

啄
木
の
手
紙
は
、
そ
れ
が
後
世
に
残
る
こ
と
を
念
頭
に
お
か
な
い
全
く
の 

 

私
信
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
か
か
ゎ
ら
ず
、
「
書
簡
文
学
」 

 

と
し
て
文
学
的
に
き
ゎ
め
て
高
く
評
価 

 

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
短
歌
ゃ
詩
、 

 

小
説
、
評
論
、
日
記
な
ど
と
切
り
離
し 

 

て
読
ん
で
も
、
質
の
高
い
文
学
の
輝
き 

 

を
も
っ
て
読
者
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
受

け
取
る
人
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
る
よ
う
に
書
か
れ
た
手
紙
か
ら
は
、
啄
木
の
生
き
生

き
と
し
た
肉
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
え
な
り
ま
す
。    

  
   

  

婚
約
時
代
の
啄
木
と
節
子 

 

最
も
新
し
い
全
集
で
あ
る
「
石
川
啄
木
全
集
」
（
筑
摩
書
房
）
に
は
五
百
十
二
通
の
手
紙
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十
六
歳
と
二
ヶ
月
の
人
生
、
し
か
も
、
失
ゎ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
啄
木
は
、
何
と
多
く
の
手
紙
を
書
い
た
も
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
す
。
も

っ
と
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
だ
け
の
多
く
の
手
紙
が
現
存
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
そ
れ

は
、
啄
木
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
、
多
く
の
人
達
の
心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
の

証
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

函
館
市
文
学
館
で
は
、
全
集
掲
載
五
百
十
二
通
の
う
ち
の
百
八
通
を
所
蔵
し
て
い
る
「
函
館
啄

木
会
」
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成
五
年
の
開
館
以
来
、
下
半
期
の
「
石
川
啄
木
直
筆
資
料
展
」 

 

盛
岡
新
婚
の
家 

 

と
し
て
、
「
函
館
啄
木
会
」
所
蔵
の
書
簡
を
順
次
展
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
で
一
巡
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
タ
ー
ト
に
戻
っ
た
今
年
度
は
、
「
函
館
啄
木
会
」
が
所
蔵
す
る
中
で
最
も

古
い
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
啄
木
が
函
館
に
移
住
す
る
前
年
の
明
治
三
十
九
年
ま
で
の
書
簡
を
展

示
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
詩
人
前
田
林
外
が
、
二
十
五
通
の
書
簡
に
詩
誌
「
白
百
合
」
掲

載
の
詩
稿
「
天
火
盞
」
（
推
敲
し
て
「
あ
こ
が
れ
」
に
も
掲
載
）
を
加
え
て
一
冊
に
綴
じ
、
「
啄

木
文
庫
」
創
設
に
当
た
っ
て
寄
贈
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
詩
集
「
あ
こ
が
れ
」
ゃ
文
芸
誌
「
小
天

地
」
を
発
行
し
た
頃
の
啄
木
、
そ
し
て
失
意
を
抱
え
て
渋
民
に
帰
村
し
て
か
ら
の
啄
木
の
心
の
姿

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
の
資
料
展
に
合
ゎ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
書
簡
を
書
い
た

時
期
の
啄
木
の
心
情
を
克
明
に
綴
っ
た
日
記
、
「
甲
辰
詩
程
」
と
「
渋
民
日
記
」
も
同
時
公
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
用
教
員
時
代
の
渋
民
の
借
家 
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し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
は
、
啄
木
の
没
後
百
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
今
回
の
企
画
展
で
、
文
学
の
世
界
に
一
途
に
突
き
進
ん
で

い
っ
た
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
啄
木
を
、
み
な
さ
ま
に
偲
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

【
展
示
資
料
一
覧
】         

 

<

林
外
前
田
儀
作
（
文
芸
誌
「
白
百
合
」
を
主
宰
）
宛
書
簡>

 

●
明
治
３７
年
６
月
３
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
７
月
３
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
７
月
１７
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
７
月
２２
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
８
月
１
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
８
月
１２
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
９
月
３
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
９
月
１４
日
（
手
紙
） 

 
 

●
明
治
３７
年
９
月
２８
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
９
月
２９
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
１０
月
１
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
１０
月
７
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
１０
月
１９
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
１０
月
２２
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
１２
月
１
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３７
年
１２
月
１５
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３８
年
１
月
１
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３８
年
４
月
３
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３８
年
１１
月
１７
日
（
手
紙
） 

 
 

●
明
治
３８
年
１２
月
４
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３９
年
１
月
１
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３９
年
１
月
４
日
（
は
が
き
） 

 

●
明
治
３９
年
３
月
６
日
（
は
が
き
） 

 
●
明
治
３９
年
１０
月
９
日
（
は
が
き
） 

 

●
詩
稿
「
天
火
盞
」 

 <

日
記
「
甲
辰
詩
程
」> 

 

 <

日
記
「
Ｍ
Ｙ 

Ｏ
Ｗ
Ｎ 

；
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
：
Ｒ
＜
Ｈ 

４
，
１
９
０
６
．
Ｓ
Ｈ
Ｉ
；
Ｕ
Ｔ
：
Ｍ
Ｉ(
渋
民
日
記)>

 

 <

「
小
天
地
社
」(

写
真
）
・
文
芸
誌
「
小
天
地
」
第
一
号>

 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
東
日
本
大
震
災

ー 

み
ん
な
の
力
で
復
興
を
！
」 

 

 

  


